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金子洋文と藤田紫橋との俳句論争について

天　雲　成津子＊，綿　抜　豊　昭＊＊

Published debate regarding haiku between Yobun Kaneko and Shikyo Fujita

Setsuko TENKUMO，Toyoaki WATANUKI

抄録
金子洋文は大正、昭和にかけ、文学、演劇、政治と異なる分野で活躍した人である。雑誌『種蒔
く人』を小牧近江と共に創刊、プロレタリア文学運動の興隆に寄与、その後継誌でも中心的な役割
を果たし､プロレタリア文学の中枢の役割を担ったことなどで、評価されている。
しかし従来の研究では、金子が数十年以上も句作りをし、晩年に句集『雄物川』を刊行していた
俳人としての側面もあったことは着目されていない。そこで、本稿では金子と俳句との関わりにつ
いて、注目すべき論争について述べる。
昭和10年１月１日の秋田魁新報に掲載された金子の句に、秋田の俳人藤田紫橋が批判し、誌面
上で金子と藤田の間で論争が展開された。その内容を分析した結果、金子の当時の俳句についての
知識の低さが明らかになった。また、その後、45年間も俳句を公表しなかったことから、この論争
が、その後の俳人としての金子洋文に与えた影響は大きかったと考えられ、金子と俳句の関わりに
おいて重要な論争であったと位置づけられる。

Abstract
Yobun Kaneko was a novelist, dramatist and politician of the Taisho and Showa periods. He contrib-
uted to the beginning of the Japanese proletarian literature movement by publishing a magazine called
Tanemakuhito with Omi Komaki. He also had a key role in publishing its successors and was recog-
nized for these works.
 It is less well known that he wrote haiku poems over several decades, and published a haiku collec-
tion titled Omonogawa in his later years. Therefore we focused on his involvement with haiku and
investigated a significant incident involving one of his haiku poems.
Shikyo Fujita, who was a haiku poet in Akita, criticized the poem in Akita Sakigake Shinpo on Janu-
ary 1, 1935. Kaneko and Fujita started a debate over haiku in the magazine. It is apparent from our
review of Kaneko’s contributions to this debate that he had only a poor knowledge of haiku at that
time. Kaneko did not publish any more haiku poems over 45 years after this incident. This fact and our
analysis of the debate indicate that it had a substantial impact on Kaneko as a haiku poet.
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（
二
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は
じ
め
に

一
八
九
四
年
に
秋
田
県
南
秋
田
郡（
現
在
の
秋
田
市
）土
崎
港
古
川
町
に
生
ま
れ
た
金
子
洋

文
（
一
八
九
四
―
一
九
八
五
）
は
、
文
学
史
上
、
小
牧
近
江
と
共
に
雑
誌
『
種
蒔
く
人
』
を
創

刊
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
興
隆
に
寄
与
し
た
こ
と
や
、プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
中
枢

の
役
割
を
担
っ
た
『
種
蒔
く
人
』
の
後
継
雑
誌
『
文
芸
戦
線
』、『
文
戦
』、『
レ
フ
ト
』、『
新
文

戦
』
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
史
に
お
い
て
は
、

劇
作
家
等
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
秋
田
出
身
の
文
化
人
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、全
国
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
関
連
の
事
蹟
等
に
つ
い
て
の
研
究
に
比
し

て
、秋
田
と
い
う
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
と
し
た
文
化
人
と
し
て
の
事
蹟
等
の
研
究
は
十

分
に
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
殊
に
俳
人
と
し
て
の
活
動
等
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

俳
人
と
し
て
の
金
子
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
三
五

年
、
藤
田
紫
橋
と
の
あ
い
だ
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
俳
句
論
争
」
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
金

子
が
俳
句
を
嗜
ん
で
い
る
こ
と
が
は
じ
め
て
お
お
や
け
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、さ
ら
に
当
時

の
金
子
の
俳
句
知
識
が
う
か
が
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
人
の
あ
い
だ
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
俳
句
論
争
」
に
つ
い
て
分
析
し
、

当
時
の
金
子
の
俳
句
知
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一

秋
田
地
方
の
俳
人

秋
田
地
方
は
、
江
戸
時
代
か
ら
俳
諧
を
嗜
む
人
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
吉
川
五
明
（
一
七
三

○
―
一
八
○
三
）
と
い
っ
た
有
名
俳
人
が
で
て
い
る
。
藤
原
弘
編
『
江
戸
時
代
秋
田
の
俳
人
た

ち
』（
加
賀
谷
書
店
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
文
化
・
文
政
期
（
一
八
○
四
―
一
八
三
○
）

に
大
阪
で
発
行
さ
れ
た
俳
人
名
簿
で
あ
る
『
万
家
人
名
録
』
及
び
『
万
家
人
名
録
拾
遺
』
に
は

一
九
六
名
の
秋
田
の
俳
人
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
頁
）。
こ
の
二
百
名
近
く
の
俳
人
が
い

る
と
い
う
状
況
は
、
明
治
維
新
後
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
千
葉
三
郎

著
『「
俳
星
」
明
治
版
の
軌
跡
』（
北
門
文
学
会
、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
、『
俳
人
名
簿
』（
俳
書

堂
、
一
九
○
九
年
）
に
よ
っ
て
秋
田
県
の
俳
人
数
を
一
八
七
名
と
し
て
い
る
（
二
四
〇
頁
）。
ま

た
正
岡
子
規
か
ら
撰
さ
れ
た
誌
名
と
揮
毫
し
た
題
字
を
掲
げ
る
俳
誌
『
俳
星
』
も
発
行
さ
れ
て
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い
た
。
子
規
の
高
弟
で
あ
る
河
東
碧
梧
桐
は
、
一
九
○
六
年
八
月
六
日
か
ら
翌
年
の
十
二
月
十

三
日
ま
で
の
間
、
東
北
地
方
他
を
旅
行
し
て
お
り
、
秋
田
に
は
百
十
二
日
間
滞
在
し
て
い
る
。

そ
の
お
り
の
紀
行
文
『
三
千
里
』
に
は

そ
は
兎
に
角
、羽
後
の
俳
人
の
多
い
こ
と
は
恐
ら
く
全
国
に
冠
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。町

と
し
て
俳
人
の
お
ら
ぬ
処
は
殆
ど
な
い
。お
れ
ば
大
抵
十
名
内
外
の
団
体
が
あ
る
。雄
勝

郡
の
俳
句
は
三
梨
に
起
り
、
由
利
郡
の
俳
句
は
追
方
に
萌
し
た
。
三
梨
、
老
方
と
も
山
中

の
一
僻
村
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
（
註
１
）。

ま
た
秋
田
の
俳
人
と
し
て
は
、
新
聞
「
小
日
本
」
の
記
者
で
あ
り
、
子
規
門
下
の
四
天
王
の

一
人
と
目
さ
れ
て
い
た
石
井
露
月
（
一
八
七
三
―
一
九
二
八
）、「
秋
田
魁
新
報
」
初
代
社
長
で

郷
土
史
・
俳
句
研
究
で
も
著
名
で
あ
っ
た
安
藤
和
風
（
一
八
六
六
―
一
九
三
六
）
ら
の
活
動
が

注
目
さ
れ
る
。

金
子
は
二
十
二
歳
ま
で（
東
京
で
見
習
い
工
と
し
て
働
い
た
十
四
歳
か
ら
の
二
年
を
除
く
二

十
年
間
）
こ
う
し
た
秋
田
に
育
ち
住
ん
で
い
た
が
、
宗
匠
に
つ
い
て
俳
句
を
学
ん
だ
と
い
う
記

録
は
残
っ
て
い
な
い
。
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
、
生
活
に
お
わ
れ
て
い
た
金
子
に
は
、
秋
田
で
俳

句
を
学
ぶ
余
裕
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
京
後
も
俳
句
の
結
社
な
ど
に
属
し
た
形

跡
は
な
い
。
当
然
、
俳
句
雑
誌
に
金
子
の
俳
句
が
載
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
た

め
、
秋
田
の
俳
人
た
ち
に
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
金
子
の
俳
句
が
、

秋
田
の
俳
人
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
五
年
一
月
、
金
子
四
十
一
歳
の
と
き
の
こ
と
で
あ

る
。

二

「
秋
田
魁
新
報
」
一
九
三
五
年
一
月
の
俳
句
論
争

（
一
）
藤
田
紫
橋
の
批
判

一
九
三
五
年
一
月
一
日
付
「
秋
田
魁
新
報
」
に
、「
元
日
や
東
海
道
の
昼
寝
か
な
」
と
題
さ

れ
た
、
金
子
洋
文
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
一
九
三
五
年
一
月
十
三
日
付
・
同

十
五
日
付
「
秋
田
魁
新
報
」
に
「
文
士
の
句
そ
の
他
」（
上
・
下
）
と
題
さ
れ
た
、
金
子
の
俳

句
「
元
日
や
東
海
道
の
昼
寝
か
な
」
に
対
す
る
批
判
文
が
掲
載
さ
れ
る
。
批
判
し
た
の
は
藤
田

紫
橋
で
、
秋
田
近
代
文
芸
史
研
究
会
編
『
秋
田
文
芸
人
名
録
稿
』（
秋
田
近
代
文
芸
史
研
究
会
、

一
九
七
〇
年
）に
よ
れ
ば
、本
名
を
栄
太
郎
と
い
い
、一
八
九
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
あ
る
。
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『
秋
田
文
芸
人
名
録
稿
』
に
採
録
さ
れ
た
の
は
、「
秋
田
魁
新
報
」
の
川
柳
欄
を
担
当
し
て
い
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
文
学
的
業
績
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
今
日
ま

で
そ
の
名
が
残
る
ほ
ど
の
業
績
を
残
さ
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

さ
て
、「
文
士
の
句
そ
の
他
」
で
藤
田
が
問
題
と
し
た
の
は
「
季
語
」
と
「
切
れ
字
」
の
こ

と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
俳
句
に
は
次
の
基
本
的
な
三
つ
の
約
束
事
が
あ
る
。

第
一
が
定
型
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
十
七
音
で
あ
る
こ
と
。

第
二
が
季
語
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

第
三
が
切
れ
字
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

こ
の
三
つ
は
ま
ず
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
り
、そ
の
う
ち
二
つ
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、藤
田
が

問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
季
語
に
つ
い
て

藤
田
は
、
ま
ず
季
語
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
元
日
」
は
「
新
年
」
で
あ
り
「
昼
寝
」
は
「
夏
季
」
に
属
す
る
か
ら
だ
。
俳
句
の
世
界

で
は
「
季
重
な
り
」
を
非
常
に
き
ら
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
句
の
潔
癖
性
の
上
か
ら
ば

か
り
で
な
く
、
俳
句
は
「
季
語
」
を
重
ん
ず
る
こ
と
に
お
い
て
そ
の
重
要
な
る
構
成
要
素

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）

「
季
重
な
り
」
も
実
に
甚
だ
し
き
「
新
年
」
と
「
夏
季
」
と
の
間
隔
的
矛
盾
（
妙
な
言
ひ

方
だ
が
…
…
）を
平
気
で
敢
て
し
て
ゐ
る
。放
胆
と
い
ふ
に
は
余
り
に
も
無
智
な
…
…
と

叱
り
つ
け
た
い
。

藤
田
が
指
摘
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
季
重
な
り
」
で
、
こ
れ
は
一
句
の
中
に
季
語
が
二
つ

あ
る
こ
と
を
い
う
。

「
季
語
」
は
、「
季
」
を
ど
の
よ
う
に
示
す
か
に
よ
っ
て
、
次
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

一
つ
め
は
、「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
「
春
の
風
」

と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
つ
め
は
、
客
観
的
事
実
と
し
て
「
季
」
が
定
ま
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
「
紅
葉
」
と
い
っ

た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

三
つ
め
は
、
習
慣
や
約
束
と
し
て
「
季
」
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
「
月
」
は

い
か
な
る
季
節
に
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
「
秋
」
の
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

藤
田
が
季
語
と
し
た
「
元
日
」
は
、
右
の
二
つ
め
の
季
語
で
、
客
観
的
事
実
と
し
て
「
新
年
」

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
昼
寝
」
は
、
三
つ
め
の
季
語
に
あ
た
り
、「
夏
」
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
は
、
た
と
え
ば
、
当
時
の
俳
句
鴬
声
会
編
『
俳
句
の
作
り
方
』（
国
華
堂
書
店
、
一
九

一
八
年
）、
今
井
柏
浦
編
『
新
校
俳
諧
歳
時
記
』（
修
身
堂
、
一
九
二
九
年
）、
石
野
観
山
編
『
俳

諧
歳
時
記
』（
成
光
館
書
店
、
一
九
三
四
年
）
の
い
ず
れ
に
も
「
新
年
」
と
「
夏
」
の
季
語
と

し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
一
時
的
な
こ
と
で
な
く
、
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
は
、
山
本
健
吉
編
『
季
寄
せ
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
三
年
）、
稲
畑
汀
子
編
『
ホ
ト
ト

ギ
ス
新
歳
時
記
』（
三
省
堂
、
一
九
八
六
年
）
と
、
現
代
を
代
表
す
る
俳
人
の
編
ん
だ
も
の
に

も
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
元
日
」
も
「
昼
寝
」
も
、
ご
く
一
部
の
俳
人
が
使
用
す
る
目
新
し
い
季
語
で

は
な
く
、
周
知
の
季
語
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
を
季
語
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
「
季
重
な
り
」
で
あ

る
。藤

田
は
「
俳
句
の
世
界
で
は
「
季
重
な
り
」
を
非
常
に
き
ら
ふ
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
確
か
に
「
嫌
う
」
俳
人
は
存
在
し
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
加
藤
美
侖
著
『
社
交
要
訣
是
丈

は
心
得
お
く
べ
し
』（
誠
文
堂
、
一
九
一
八
年
）
に
は
「
俳
句
を
作
る
に
は
季
節
の
言
詞
を
入

れ
る
と
い
ふ
事
を
心
得
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
一
一
一
頁
）「
季
の
詞
を
入
れ
る
と
い
つ
て
も
、
之
れ

が
重
な
る
と
素
人
発
句
と
な
る
」（
一
一
二
頁
）「
僅
か
十
七
文
字
の
間
に
そ
ん
な
死
ん
だ
詞
が

あ
つ
て
は
駄
句
と
な
ら
ざ
る
を
得
ん
理
で
あ
る
」（
一
一
三
頁
）
と
あ
る
。

（
三
）
切
れ
字

次
に
藤
田
は
「
切
れ
字
」
を
問
題
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

わ
が
洋
文
氏
の
一
句
で
は
「
元
日
や
」
と
先
づ
ア
タ
マ
に
感
嘆
詞
を
置
い
て
、「
昼
寝
か

な
」
と
結
句
に
も
感
嘆
詞
を
お
い
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
わ
が
定
型
派
俳
人
の
仲
間
で
は

「
や
」「
哉
」
と
い
つ
て
非
常
に
忌
み
き
ら
ふ
こ
と
に
し
て
ゐ
る
。

連
歌
、
俳
諧
で
句
の
「
切
れ
」
は
重
視
さ
れ
、「
切
れ
字
」
に
つ
い
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

現
代
で
も
、「
切
れ
字
」
を
特
に
と
り
あ
げ
た
、
高
浜
年
尾
監
修
、
大
木
葉
末
著
『
作
句
と
鑑

賞
の
た
め
の
俳
句
切
字
論
』（
清
水
弘
文
堂
、
一
九
七
七
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
タ
マ
に
感
嘆
詞
」「
結
句
に
も
感
嘆
詞
」
と
の
べ
た
の
は
、
俳
句
は
短
詩
型
文
芸
で
あ
る
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か
ら
、
内
容
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、「
や
」
の
付

い
た
「
元
旦
」
が
眼
目
な
の
か
、「
か
な
」
の
付
い
た
「
昼
寝
」
が
眼
目
な
の
か
が
わ
か
ら
ず
、

感
動
の
中
心
が
曖
昧
だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「「
や
」「
哉
」
と
い
っ
て
非
常
に
忌
み
き
ら
ふ
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行

さ
れ
た
松
本
仁
著
『
俳
句
文
法
六
十
講
』（
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
二
年
）
に
、

や
…
…
か
な
は
、
伝
統
的
に
俳
句
の
世
界
に
於
て
嫌
悪
さ
れ
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
。

 

と
あ
る
（
一
七
七
頁
）。「
や
」「
か
な
」
の
二
つ
の
切
れ
字
を
一
句
に
詠
む
こ
と
を
嫌
う
俳
人

が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

（
四
）
藤
田
の
立
場

形
式
的
な
俳
句
の
世
界
で
は
、何
を
詠
み
た
い
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、季
語
や
切
れ
字

の
詠
み
方
は
注
意
が
は
ら
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
俳
句
入
門
書
と
し
て
著
さ
れ
た
石
田
一
位
著

『
俳
句
の
作
り
方
・
学
び
方
』（
北
辰
堂
、
一
九
五
九
年
）
な
ど
、
俳
句
の
詠
み
方
の
入
門
書
の

類
で
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、俳
句
を
は
じ
め
た
人
に
し
て
は
い
け
な
い
、と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
初
心
者
向

け
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
っ
て
、
本
来
、
い
い
句
に
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
原
則
を
守
ら
な
く
て
も

問
題
と
さ
れ
な
い
。

藤
田
紫
橋
は
、「
放
胆
と
い
う
に
は
余
り
に
無
智
な
…
…
と
叱
り
つ
け
た
い
」
と
し
、「「
麺

麭
屑
」
ほ
ど
に
軽
蔑
し
て
俳
句
を
つ
く
る
こ
と
勿
れ
と
戒
め
ん
が
た
め
」
に
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
述
べ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
言
い
様
は
、
藤
田
の
ほ
う
が
金
子
よ
り
も
年
上
か
、
立
場
が
上

で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
藤
田
は
一
八
九
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で

あ
り
、
金
子
よ
り
五
歳
年
少
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
論
争
時
の
姿
勢
は
高
圧
的
な
も
の
と
い
え
よ

う
。金

子
は
「
秋
田
魁
新
報
」（
一
九
三
五
年
一
月
二
二
日
）
の
反
論
記
事
「
春
場
所
や
胯
か
ら

の
ぞ
く
腹
が
波
た
つ
」
の
出
だ
し
で

A
A

A

 

藤
田
さ
ん
と
い
ふ
方
は
ど
ん
な
に
え
ら
い
俳
人
で
あ
る
か
未
だ
俳
句
に
接
し
な
い
の
で

何
と
も
申
し
兼
ね
る
が
、
…
（
略
）
…
　
よ
ほ
ど
え
ら
い
俳
人
ら
し
い
。

と
記
し
て
い
る
の
で
、
藤
田
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。
も
し
く
は
知
ら
な
く
て
も
お
か
し

く
な
い
程
度
の
人
と
み
て
い
た
と
と
れ
る
。し
か
し
、藤
田
は
、金
子
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
俳
句
宗
匠
的
な
立
場
で
、
金
子
洋
文
を
目
下
の
よ
う
に
扱
い
、
初
心
者
向
け
の
批
判
を

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

 

三

金
子
の
反
論

藤
田
の
批
判
に
対
し
て
金
子
は
す
ぐ
に
反
論
し
た
。
そ
れ
が
「
秋
田
魁
新
報
」
に
掲
載
さ
れ

た
の
は
一
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
句
は
川
柳
だ
か
ら
、「
季
重
な
り
」
も
「
切

れ
字
」
も
問
題
な
い
と
反
論
し
た
。「
春
場
所
や
胯
か
ら
の
ぞ
く
腹
が
波
た
つ
」
と
題
さ
れ
た

文
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

だ
が
、（
元
日
や
東
海
道
の
昼
寝
か
な
）
を
俳
句
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
僕
の
失
策
で

あ
る
と
言
へ
ば
言
へ
る
。な
ぜ
な
ら
僕
は
一
年
に
千
あ
ま
り
の
川
柳
を
つ
く
る
こ
と
は
つ

く
る
が
俳
句
な
ぞ
つ
く
つ
た
こ
と
は
な
い
、だ
か
ら
季
題
や
定
型
律
も
へ
つ
た
く
れ
も
な

い
の
で
あ
る（
俳
句
の
方
で
も
僕
は
く
だ
ら
ん
こ
と
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
）だ
か
ら
感
嘆
詞

が
二
つ
重
な
ら
う
と
三
つ
重
な
ら
う
と
お
構
ひ
な
し
だ
。
川
柳
で
ゐ
る
つ
も
り
の
も
の

を
、俳
句
扱
ひ
さ
れ
た
の
が
む
し
ろ
迷
惑
至
極
で
、折
角
頭
の
い
ゝ
と
こ
ろ
を
披
見
な
す

つ
た
藤
田
さ
ん
に
お
気
毒
な
次
第
だ
。

『
大
辞
泉
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）「
川
柳
」
の
項
に
、

江
戸
中
期
に
発
生
し
た
雑
俳
の
一
。
前
句
付
け
の
付
句
が
独
立
し
た
一
七
字
の
短
詞
で
、

そ
の
代
表
的
な
点
者
で
あ
っ
た
初
世
柄
井
川
柳
の
名
に
よ
る
。季
語
や
切
れ
字
な
ど
の
制

約
は
な
く
、
口
語
を
用
い
、
人
生
の
機
微
や
世
相
・
風
俗
を
こ
っ
け
い
に
、
ま
た
風
刺
的

に
描
写
す
る
の
が
特
色
。
川
柳
点
。
狂
句
。

と
あ
る
よ
う
に
、俳
句
に
お
け
る
切
れ
字
・
季
の
制
約
が
な
い
も
の
を
川
柳
と
す
る
。し
か
し
、

金
子
の
句
は
、
そ
れ
を
題
と
し
た
随
筆
を
読
む
限
り
、
川
柳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、

そ
の
点
を
み
て
い
き
た
い
。

一
九
三
五
年
一
月
一
日
付
「
秋
田
魁
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
金
子
洋
文
の
随
筆
「
元
日
や
東

海
道
の
昼
寝
か
な
」
に
よ
る
と
、
相
撲
稽
古
の
帰
り
に
、
省
線
電
車
で
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い

る
と
き
に
「
元
日
や
東
海
道
の
昼
寝
か
な
」
と
い
う
句
が
浮
か
ん
だ
。
こ
の
句
が
浮
か
ん
だ
背
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景
を
、
金
子
洋
文
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

み
や
げ

こ
の
正
月
は
、
新
派
が
大
阪
歌
舞
伎
座
で
上
演
す
る
「
母
の
土
産
」
と
い
ふ
芝
居
の
演
出

で
、
大
阪
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
、
行
く
と
す
る
と
、
三
十
日

の
夜
出
発
、
だ
か
ら
（
元
日
や
…
…
）
で
は
嘘
つ
ぽ
つ
ち
だ
が
、
大
晦
日
の
東
京
を
逃
げ

出
し
て
、
東
海
道
の
列
車
の
中
で
昼
寝
を
す
る
の
も
、
悪
く
な
い
、
と
い
つ
た
感
じ
が
、

ふ
と
十
七
字
と
な
つ
て
う
か
ん
で
来
た
の
だ
。

そ
れ
の
み
で
は
な
い
。

私
は
今
、昭
和
十
年
度
を
如
何
に
生
活
す
べ
き
か
、そ
の
仕
事
や
気
持
の
上
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
予
定
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
相
変
ら
ず
険
阻
多
難
な
生
活
と
思
は
れ
る
が
、
仕
事
に

熱
中
し
て
愚
痴
は
い
は
ん
、
と
い
ふ
心
構
へ
で
あ
る
、
愚
痴
を
い
ふ
暇
が
あ
つ
た
ら
、
昼

寝
を
せ
う
…
…
さ
う
い
ふ
気
持
が
、こ
の
句
に
幾
分
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ま
い
か
と
考
へ

ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
元
日
や
」
の
句
が
詠
ま
れ
た
の
は
、「
東
海
道
の
列
車
の
中
で
昼
寝
を
す

る
の
も
悪
く
な
い
」
と
い
う
思
い
と
、「
愚
痴
を
い
う
暇
が
あ
っ
た
ら
昼
寝
し
よ
う
」
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
の
「
感
じ
」「
気
持
ち
」
が
十
七
字
で
浮
か
び
、
そ
れ
が
随

筆
執
筆
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。元
日
の
紙
面
に
載
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
の
は
じ
め
に
今
年
の
目
標
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
元
日
や
」
と
「
や
」
を
つ
け
て
強
調
し
た
の
は
、
元
日
の
誌
面
に
載
る
か
ら
で

あ
っ
て
、
句
だ
け
か
ら
は
不
明
だ
が
「
昼
寝
か
な
」
と
「
か
な
」
を
つ
け
て
強
調
し
た
の
は
抱

負
を
述
べ
て
い
る
た
め
で
、
年
賀
状
の
常
套
的
な
表
現
「
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
、
本
年
は
愚
痴
を
い
わ
ず
、
が
ん
ば
り
ま
す
」
の
よ
う
な
、
新
年
の
挨
拶
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。

川
柳
の
定
義
は
諸
説
あ
る
。
切
れ
字
、
季
が
な
け
れ
ば
「
川
柳
」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
金

子
の
句
は
、
切
れ
字
も
季
も
あ
る
。
川
柳
を
、
人
情
世
帯
を
う
が
っ
た
内
容
を
持
つ
も
の
と
す

れ
ば
、
金
子
の
句
は
自
分
の
抱
負
を
述
べ
た
も
の
で
、
人
情
世
帯
を
う
が
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
金
子
の
句
は
俳
句
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
こ
こ
で
金
子
が「
川
柳
」が
い
か
な
る
も
の
か
の
理
解
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
が

露
呈
す
る
の
で
あ
る
。

四

藤
田
の
批
判
の
問
題
点

（
一
）
季
重
な
り

藤
田
の
批
判
は
、先
に
の
べ
た
俳
句
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
の
三
つ
の
約
束
事
を
重
視
す
る
俳

人
に
と
っ
て
は
肯
定
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
点
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。

藤
田
は
「
季
重
な
り
」
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
を
し
て
よ
い
か
、
な
ら
ぬ
か
は
別
問
題
で
あ

る
。
芭
蕉
の
句
に
は
「
季
重
な
り
」
の
句
が
多
い
が
、
芭
蕉
の
作
品
を
間
違
い
だ
ら
け
と
は
い

わ
な
い
。
芭
蕉
の
親
友
と
さ
れ
る
山
口
素
堂
の
「
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
」
は
季
語

が
三
つ
も
あ
る
が
、間
違
い
の
あ
る
句
の
例
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「〈
季
重
な
り
〉

は
よ
く
な
い
と
す
る
俳
句
の
世
界
」
で
は
〈
嫌
う
〉
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
伊
東

月
草
著
『
俳
句
の
考
へ
方
と
作
り
方
』（
考
へ
方
研
究
会
一
九
二
七
年
）
に

一
句
の
中
に
、定
め
ら
れ
た
季
語
が
含
ま
れ
て
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
必
ず
し
も
そ
の
句
が

季
感
を
伴
ふ
と
い
ふ
わ
け
の
も
の
で
も
な
く
、又
定
め
ら
れ
た
季
語
が
取
入
れ
て
な
い
か

ら
と
い
つ
て
、
必
ず
し
も
季
感
の
出
な
い
と
い
ふ
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
。

と
あ
る
よ
う
に
（
七
二
頁
）、
季
語
の
有
無
と
い
っ
た
形
式
面
で
は
な
く
、
そ
の
句
全
体
で
あ

ら
わ
さ
れ
る
季
感
を
重
視
す
る
俳
人
も
い
る
。

ま
た
前
掲
『
社
交
要
訣
是
丈
は
心
得
お
く
べ
し
』
に
も

同
季
の
景
物
を
重
ね
て
も
よ
い
場
合
も
あ
る
。そ
の
二
つ
の
同
季
の
景
物
が
、い
づ
れ
劣

ら
ず
相
並
び
相
俟
つ
て
一
首
の
趣
き
を
成
す
と
か
、或
は
一
方
が
主
と
な
り
、一
方
が
客

と
な
つ
て
妙
趣
を
現
は
す
や
う
な
場
合
に
は
差
支
が
な
い
。

と
あ
り
（
一
一
三
頁
）、「
季
重
な
り
」
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
内
容
に

よ
っ
て
は
よ
い
と
す
る
。

ま
た
「
元
日
」
は
客
観
的
事
実
で
あ
る
か
ら
明
ら
か
に
「
新
年
」
の
季
語
で
あ
る
が
、「
昼

寝
」
は
習
慣
的
な
季
語
で
あ
る
。
同
じ
習
慣
的
季
語
「
月
」
は
、「
春
の
」
を
付
せ
ば
秋
の
季

語
で
は
な
く
な
る
。「
昼
寝
」
も
夏
だ
け
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
昼
寝
」
を
夏
の
季
語
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と
し
て
用
い
れ
ば
、
夏
の
昼
は
暑
い
の
で
、
そ
う
し
た
時
間
帯
に
活
動
す
る
の
を
避
け
て
寝

る
、
と
い
う
こ
と
の
季
節
感
を
と
も
な
う
が
、
季
語
と
い
う
意
識
が
な
け
れ
ば
、「
新
年
の
昼

寝
」
で
も
問
題
は
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
句
も
詠
ま
れ
て

い
る
。

　
　
皆
ひ
と
の
昼
寝
の
た
ね
や
秋
の
月
　
　
　
貞
徳

　
　
よ
き
知
ら
せ
冬
の
昼
寝
を
し
て
お
れ
ば
　
細
川
加
賀

　
　
冬
晴
れ
や
朝
か
と
思
ふ
昼
寝
ざ
め
　
　
　
日
野
草
城

（
二
）
切
れ
字

三
田
村
熊
之
介
著
『
発
句
の
栞
』（
発
行
者
石
塚
猪
男
蔵
、
一
八
九
六
年
）
に
は
「
寓
言
体
」

の
用
例
と
し
て

夕
顔
や
秋
は
い
ろ
／
＼
の
ふ
く
べ
か
な

と
い
う
芭
蕉
の
句
を
例
に
あ
げ
て
い
る
（
二
三
頁
）。「
や
」「
か
な
」
を
含
ん
で
い
る
が
特
に

問
題
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
同
書
に
は

　
或
人
の

　
　
奪
ひ
あ
ふ
て
す
り
殺
し
た
る
蛍
哉

　
の
句
の
如
き
は
。
殺
風
景
の
極
に
し
て
殆
ん
ど
風
雅
の
痕
迹
を
も
留
め
ず
。
し
か
る
に
、

　
　
五
月
雨
や
火
の
雨
ま
じ
る
蛍
か
な

な
ど
い
へ
ば
い
か
に
も
風
雅
に
聞
ゆ
。同
じ
詩
料
に
て
も
意
匠
の
つ
け
方
に
よ
り
て
は
高

尚
と
も
卑
俗
と
も
な
る
べ
し
。

と
あ
り
（
二
七
頁
）、「
や
」「
か
な
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
風
雅
に
聞
ゆ
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
や
」「
か
な
」
を
問
題
と
し
な
い
人
も
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
藤
田
の
批
判
が
全
面
的
に
正
し
い
わ
け
で
な
く
、「
嫌
う
」
か
否
か
の
問

題
で
あ
り
、
金
子
に
俳
句
の
知
識
が
十
分
に
あ
れ
ば
、「
川
柳
で
あ
る
か
ら
」
と
い
っ
た
応
じ

方
を
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

俳
句
論
争
の
周
辺

（
一
）
藤
田
紫
橋

昭
和
十
年
元
日
の
「
秋
田
魁
新
報
」
の
新
年
川
柳
（
社
選
）
の
片
隅
に
「
お
わ
び
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

新
年
川
柳
は
平
素
の
当
句
に
三
倍
以
上
の
応
募
あ
り
ま
し
た
が
質
に
於
て
は
却
つ
て
見
劣

り
す
る
も
の
あ
り
入
選
し
た
も
の
も
甚
だ
選
者
の
意
に
満
た
ぬ
も
の
で
し
た
。な
ほ
歳
末

繁
忙
に
際
し
熱
心
な
熱
心
な
投
句
ハ
ガ
キ
の
一
部
が
紛
失
し
た
り
明
瞭
に
「
新
年
川
柳
」

と
記
入
し
な
い
た
め
他
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
が
多
い
模
様
で
此
の
点
深
く
投
句
者
諸
君
に

お
詫
び
申
上
げ
ま
す
（
三
泥
子
）

更
に
、
新
年
川
柳
の
欄
内
に
は
、「
川
柳
交
互
選
」
を
予
告
し
た
も
の
が
あ
る
。

さ
き
が
け
川
柳
も
今
年
で
足
掛
け
五
年
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
有
力
な
指
導
者
を
得
ら

れ
な
か
つ
た
ゝ
め
、兎
角
進
歩
が
遅
々
た
る
も
の
あ
り
一
種
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
つ
た

か
た
ち
で
あ
り
ま
す
そ
れ
で
本
欄
の
投
句
者
中
も
つ
と
も
句
作
態
度
の
し
つ
か
り
し
た
左

記
三
氏
の
お
力
を
借
り
交
互
選
を
や
つ
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

三
泥
子
は
藤
田
紫
橋
の
柳
号
で
あ
る
が
、い
か
に
句
作
態
度
を
重
視
し
て
い
た
か
を
伝
え
て

い
る
。
金
子
の
句
へ
の
藤
田
の
批
判
は
、「
文
士
の
句
そ
の
他
」
と
い
う
題
、
十
五
日
に
あ
る

「
俳
句
は
余
技
か
」
と
い
う
副
題
か
ら
、
金
子
の
俳
句
に
つ
い
て
、
技
術
的
な
こ
と
に
か
ら
め

な
が
ら
、
実
は
文
士
の
句
の
態
度
に
も
物
申
し
た
か
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
二
）
金
子
洋
文

一
月
二
十
二
日
の
金
子
の
反
論
に
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
再
び
紫
橋
が
「
續
文
士
の
句

其
他
」
と
い
う
、
金
子
の
反
論
記
事
に
掲
載
し
た
句
に
つ
い
て
も
批
評
を
追
加
し
、

　「
金
子
洋
文
よ
出
直
せ
／
＼
」
だ

と
い
う
言
葉
で
終
わ
っ
て
い
る
。
二
月
十
四
日
、
金
子
は
「
俳
句
か
川
柳
か
　
―
藤
田
君
に
答



天雲，綿抜　金子洋文と藤田紫橋との俳句論争について

（
七
）

へ
る
」
で

　
本
紙
の
迷
惑
を
慮
ば
か
つ
て
、こ
の
論
争
は
打
ち
き
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
た
の
が
方
々
か

ら
（
俳
句
と
川
柳
と
ど
う
ち
が
ふ
か
）
と
き
か
れ
る
の
で
、
簡
単
に
藤
田
君
に
答
へ
る
こ

と
に
し
た
、

と
い
う
文
か
ら
始
ま
る
応
答
が
あ
る
。
文
中
、
藤
田
に
「
御
高
見
多
謝
！
」
と
い
い
つ
つ
も
「
僕

の
句
に
対
し
て
、
満
点
を
つ
け
た
り
零
点
を
つ
け
た
り
す
る
ほ
ど
の
、
お
え
ら
い
人
か
ど
う

か
」
と
問
い
か
け
、
川
柳
と
俳
句
の
形
に
こ
だ
わ
る
こ
と
よ
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
を
見
失

ふ
こ
と
な
し
に
、
一
切
の
規
定
や
束
縛
を
無
視
し
て
、
如
何
に
現
実
の
生
活
を
、
芸
術
的
に
表

現
す
る
」
こ
と
の
立
場
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
川
柳
を
は
じ
め
て
十
年
で
あ
り
、
発
表
し

た
句
が
二
十
句
ほ
ど
の
川
柳
子
で
あ
る
と
自
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

金
子
は
藤
田
の
批
判
に
応
じ
た
も
の
の
、
金
子
洋
文
著
『
雄
物
川
』（
金
子
洋
文
米
寿
記
念

刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
安
藤
和
風
に
「
金
子
君
は
俳
句
を
知
ら
ん

よ
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
自
ら
の
俳
句
の
理
解
不
足
を
認
識
し
た
た
め
か
、
そ
の
後
、
長
ら

く
私
的
に
俳
句
を
詠
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
お
お
や
け
に
発
表
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
註

２
）。
俳
句
に
関
す
る
も
の
を
お
お
や
け
に
し
た
の
は
、
論
争
か
ら
四
十
五
年
後
の
一
九
八
○

年
の
こ
と
で
、「
秋
田
魁
新
報
」
に
「
俳
句
随
筆
」
を
連
載
し
た
。
俳
人
と
し
て
の
金
子
を
考

え
る
と
き
、
紫
橋
と
の
論
争
は
、
結
果
と
し
て
、
公
的
な
場
で
の
俳
句
に
関
す
る
発
表
を
四
十

五
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
注
目
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
一
九
三
五
年
、
金
子
洋
文
が
「
秋
田
魁
新
報
」
紙
上
に
公
表
し
た
俳
句
を
契
機
に
、

金
子
洋
文
と
藤
田
紫
橋
と
の
あ
い
だ
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
俳
句
論
争
」
に
つ
い
て
、
両
者
の
主

張
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、当
時
の
金
子
洋
文
の
俳
句
に
関
す
る
知
識
の
低
さ
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
、
四
十
五
年
間
、
金
子
洋
文
が
公
的
な
場
で
の
俳
句
に
関
す
る
発
表
を
し
て
い

な
い
理
由
を
、
こ
の
論
争
に
も
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
俳
人
と
し
て
金
子
洋
文
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
論
争
は
、
ま
ず
お
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
、
本
研
究
は
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
先
の
論
争
の
四
十
五
年
後
に
ま
と
め
ら
れ
『
雄
物
川
』
の
内
容
分

析
等
を
お
こ
な
い
、
金
子
洋
文
の
俳
句
の
特
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。

【
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。

２
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記
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